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︻
目
的
と
背
景
︼

 
市
で
は
、
国
が
行
う
環
境
保
全
施
策
に

準
じ
た
施
策
や
地
域
の
自
然
的
・
社
会
的

条
件
に
応
じ
た
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
日

田
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
19

年
度
に
は
、
中
期
見
直
し
に
よ
る
計
画
の

改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

 
今
回
、
環
境
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
や
、
国
の
環
境
施
策
や
地

域
の
環
境
、
社
会
・
経
済
等
の
状
況
の
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第

２
次
日
田
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

 ︻
目
標
と
す
る
環
境
像
︼

 
水
と
緑
が
あ
ふ
れ 

未
来
輝
く
ま
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
～
水
郷
ひ
た
～
 

 
日
田
市
の
環
境
資
源
を
代
表
す
る
﹁
水
﹂

と
﹁
緑
﹂。
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、
そ
の

機
能
や
価
値
が
低
下
し
て
い
る
現
状
か
ら

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
源
を
私
た
ち
の
手
で

再
生
に
導
く
こ
と
で
、
清
澄
な
川
の
流
れ

と
恵
み
豊
か
な
森
林
資
源
を
取
り
戻
し
ま

す
。

 
ま
た
、
水
と
緑
を
生
か
し
た
観
光
業
や

農
林
業
な
ど
の
経
済
的
基
盤
の
向
上
を
目

指
す
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
取
組
を
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働
で
推
し
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
全
体
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

 
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
の
保
全
の
み
に

捉
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
第
２
次
日
田
市

環
境
基
本
計
画
が
目
指
す
持
続
可
能
な
地

域
社
会
が
構
築
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

 
こ
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
こ
そ
﹁
水

と
緑
が
あ
ふ
れ

未
来
輝
く
ま
ち
～
水
郷

ひ
た
～
﹂
で
あ
り
、
私
た
ち
が
目
指
す
目

標
で
す
。

︻
計
画
の
期
間
︼

 
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
す
。

︻
位
置
付
け
︼

 
こ
の
計
画
は
、
水
郷
ひ
た
の
創
造
と
い

う
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
市
の
横
断
的
な
役
割
を
担
う
も

の
と
な
り
ま
す
。

 
そ
の
た
め
、
計
画
の
内
容
は
、
市
が
進

む
べ
き
方
向
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

方
策
を
明
ら
か
に
し
た
日
田
市
総
合
計
画

の
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
先
導
的
な
計

画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

「水と緑があふれ 未来輝くまち ～水郷ひた～」

環境基本計画を策定！
第２次
日田市

～ 持続可能な地域社会

 「水郷ひたの創造」の実現に向けて ～

第
２
次
日
田
市
環
境
基
本
計
画

せ
い
ち
ょ
う
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環境基本計画の３つの基本理念

「水」と「緑」の

再生による「水

郷ひた」の創造

持続可能な

 地域社会の構築

市民・事業者・行政

の協働の促進

日 田 市 に お け る 課 題

 地球規模で起こる環境問題への対応に加え、私たちが慣れ親しんできたまちの社会や経済の在り方が

変化していることを念頭に、将来の世代のことも考え、今の生活を見直していく必要があります。

    地球規模での環境問題の現状

 地球規模で行われてきた資源の大量採取・

大量消費は、地球温暖化、生態系の破壊、廃

棄物の増大という３つの危機を形成し、私た

ちはその存亡に関わる試練に直面しています。

    地域での環境問題の現状

 これまで市の発展の礎となってきた水や緑

を始めとする環境資源は、経済の発展や社会

構造の変化を受け、その機能や価値が低下し

つつあります。

環境基本計画の６つの施策の柱

【目標とする環境像】水と緑があふれ 未来輝くまち ～水郷ひた～

�．

環
境
共
生
都
市
の
創
造

 
 
 
 
～
水
郷
ひ
た
づ
く
り
の
推
進
～

�．

生
物
多
様
性
の
保
全

�．

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

�．

廃
棄
物
対
策
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

�．

公
害
の
防
止
・
生
活
環
境
の
保
全

�．

環
境
意
識
の
向
上
と
行
動
の
促
進

※次のページでは、６つの柱のそれぞれの考え方と、実現するための主な事業をお知らせします。

基本理念と施策の柱

 目標とする環境像を設定するにあたって、環境基本計画では現状分析を行った結果、３つの項目

を基本理念としました。また、その環境像を実現するために６つの施策を計画の柱とし、今後はこ

の６つの柱を実現できるよう推進していきます。 【 】

030201
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﹁
水
﹂
と
﹁
緑
﹂
と
い
う
日
田
市
を
象

徴
す
る
環
境
資
源
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の

再
生
と
活
用
を
通
じ
て
、
水
郷
ひ
た
づ
く

り
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
筑
後
川
、
玖
珠
川
の
河
川
維
持
流
量

 
 
の
確
保

 
・
﹁
清
流
保
全
条
例
﹂
の
制
定
に
向
け

 
 
た
取
組

 
・
﹁
地
下
水
保
全
条
例
﹂
の
制
定
に
向

 
 
け
た
取
組

 
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

 
 
用
拡
大

 
・
日
田
材
の
需
要
拡
大

 
・
水
郷
ひ
た
づ
く
り
の
推
進
体
制
の
整
備

 
﹁
人
間
活
動
や
開
発
に
よ
る
危
機
﹂﹁
里

地
里
山
な
ど
人
間
活
動
の
縮
小
に
よ
る
危

機
﹂
﹁
人
間
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

に
よ
る
危
機
﹂
と
い
う
３
つ
の
危
機
を
踏

ま
え
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
必
要
な
施

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

 
ま
た
、
林
業
の
ま
ち
、
筑
後
川
上
流
域

に
位
置
す
る
ま
ち
と
し
て
、
水
や
緑
を
始

め
と
す
る
良
好
な
自
然
環
境
の
適
切
な
保

全
を
図
り
ま
す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
自
然
環
境
調
査
の
実
施

 
・
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定

 
・
市
町
村
森
林
整
備
事
業
︵
間
伐
補
助
︶

 
・
ふ
る
里
の
森
緊
急
整
備
事
業

 
太
陽
光
発
電
・
小
水
力
発
電
・
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
な
ど
、
市
の
豊
富
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
・
省
資
源

化
の
啓
発
促
進
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
普
及
促
進
な
ど
、
市
と
し
て
地

球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

 
 
ー
の
導
入

 
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

 
 
①
小
水
力
発
電
の
普
及
促
進

 
 
②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

 
 
 
普
及
促
進

 
・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
︵
区
域

 
 
施
策
編
︶
の
策
定
に
向
け
た
取
組

 
・
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

 
 
調
査

 
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
取
得
支
援
や

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
等
の
認
証
取
得

に
関
す
る
情
報
提
供

 
リ
デ
ュ
ー
ス
︵
発
生
抑
制
︶
・
リ
ユ
ー

ス
︵
再
使
用
︶
・
リ
サ
イ
ク
ル
︵
再
生
利

用
︶
の
３
Ｒ
を
機
軸
と
し
て
、
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
型
の
生
活
を
見
直
し
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構
築
で
き
る

よ
う
必
要
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
ご
み
減
量
指
針
の
作
成

 
・
事
業
者
の
再
資
源
化
活
動
の
支
援

 
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
事
業

 
・
生
ご
み
の
排
出
方
法
の
改
善

 
・
日
田
式
循
環
型
有
機
農
業
の
推
進
体

 
 
制
の
整
備

 
・
生
ご
み
の
分
別
収
集
及
び
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
化

 
人
々
の
健
康
被
害
に
直
結
す
る
公
害
を

防
止
し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、

法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
環

境
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

更
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
生
活
排
水
処
理
率
の
向
上

 
・
野
焼
き
対
策
の
推
進

 
・
不
法
投
棄
防
止
運
動
の
推
進
と
不
法

 
 
投
棄
廃
棄
物
の
撤
去

 
・
環
境
調
査
実
施
事
業

 
・
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関
す

 
 
る
条
例
に
規
定
す
る
美
化
推
進
モ
デ

 
 
ル
地
区
の
普
及
拡
大

 
・
公
害
苦
情
処
理
と
発
生
原
因
者
に
対

 
 
す
る
指
導

 
環
境
問
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向

上
と
必
要
な
仕
組
み
を
作
り
、
実
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
３
者
の
協
働
基
盤
を
強
化
し
た
上

で
、
環
境
学
習
の
推
進
や
環
境
団
体
の
活

動
支
援
な
ど
、
環
境
意
識
の
向
上
と
行
動

の
促
進
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

︻
主
な
事
業
︼

 
・
市
民
環
境
会
議
の
自
主
行
動
計
画
の

 
 
策
定
支
援

 
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向

 
 
け
た
取
組

 
・
自
然
環
境
を
生
か
し
た
環
境
教
育
・

 
 
環
境
学
習
の
検
討

 
・
生
涯
学
習
で
の
環
境
学
習
促
進

�．

環
境
共
生
都
市
の
創
造

 
 
～
水
郷
ひ
た
づ
く
り
の
推
進
～

�．

生
物
多
様
性
の
保
全

ⅲ．

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

ⅴ．

公
害
の
防
止
・
生
活
環
境
の
保
全

ⅵ．

環
境
意
識
の
向
上
と
行
動
の
促
進

ⅳ．

廃
棄
物
対
策
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

小ヶ瀬井路小水力発電
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ア
ク
シ
ョ
ン
①

 
炊
事
・
洗
濯
な
ど
の
と
き
は

 
・
廃
油
は
、
排
水
口
に
流
さ
ず
に
有
効

 
 
利
用
を
。

 
・
節
水
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
②

 
電
気
を
使
う
と
き
は

 
・
節
電
に
努
め
る
と
と
も
に
、
待
機
電

 
 
力
を
消
費
す
る
電
化
製
品
は
、
主
電

 
 
源
を
切
る
か
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き

 
 
ま
し
ょ
う
。

 
・
エ
ア
コ
ン
は
、
除
湿
機
能
を
う
ま
く

 
 
活
用
し
、
夏
は
28
度
、
冬
は
20
度
を

 
 
目
安
に
設
定
を
。

ア
ク
シ
ョ
ン
③

 
ご
み
を
出
す
と
き
は

 
・
市
が
毎
年
配
布
し
て
い
る
ご
み
分
別

 
 
表
︵
家
庭
の
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

 
 
方
︶
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
。

ア
ク
シ
ョ
ン
④

 
買
物
の
と
き
は

 
・
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
過
剰
包

 
 
装
や
レ
ジ
袋
を
断
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
や
リ
タ
ー
ナ

 
 
ブ
ル
び
ん
︵
繰
り
返
し
利
用
で
き
る

 
 
び
ん
︶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ

 
 
ー
ス
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑤

 
家
の
周
り
で
は

 
・
庭
や
家
の
周
囲
に
花
や
緑
を
植
え
る

 
 
と
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
。
ま
た
、

 
 
夏
は
温
度
を
下
げ
る
効
果
も
。

 
・
家
庭
用
焼
却
炉
は
使
わ
な
い
よ
う
に

 
 
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑥

 
自
然
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
と
き
は

 
・
自
然
観
察
会
な
ど
の
環
境
学
習
に
参

 
 
加
す
る
と
、
自
然
や
環
境
の
こ
と
で

 
 
新
発
見
や
再
発
見
が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑦

 
家
の
新
築
・
増
改
築
や
維
持
管
理
を
行

 
う
と
き
は

 
・
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
間
取
り

    

の
設
計
を
す
る
こ
と
で
、
随
分
、
温

 
 
度
も
違
い
ま
す
。

 
・
で
き
る
だ
け
、
国
産
材
を
活
用
し
ま

 
 
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑧

 
外
出
す
る
と
き
は

 
・
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

 
 
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素

 
 
の
削
減
に
。

 
・
近
く
に
行
く
と
き
は
、
徒
歩
や
自
転

 
 
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑨

 
車
を
利
用
す
る
と
き
は
︵
エ
コ
ド
ラ
イ

 
ブ
の
勧
め
︶

 
・
ゆ
っ
く
り
ア
ク
セ
ル
で
発
進
を
。

 
 
︵
５
秒
間
で
時
速
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
目
安
に
︶
燃
費
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

 
・
停
車
中
は
、
で
き
る
限
り
エ
ン
ジ
ン

を
切
り
ま
し
ょ
う
。
︵
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
の
推
進
を
︶

 
・
給
油
時
な
ど
に
は
、
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
⑩

 
地
域
の
自
然
・
社
会
と
共
生
し
て
い
く

 
た
め
に

 
・
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を

減
量
す
る
努
力
を
大
切
に
。

 
・
家
の
周
り
は
、
他
人
が
汚
し
て
い
た

と
し
て
も
き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

 
・
法
で
定
め
ら
れ
た
特
定
外
来
生
物
︵
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
︶
を
放
た
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

︻
環
境
行
動
指
針
︼

 
目
標
と
す
る
環
境
像
﹁
水
と
緑
が
あ
ふ
れ

未
来
輝
く
ま
ち
～
水
郷
ひ
た
～
﹂

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
環
境
に
配
慮
し
た
自
主

的
・
積
極
的
な
取
組
が
不
可
欠
で
す
。

 
そ
こ
で
、
自
宅
や
職
場
で
身
近
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
を
示
し
た
﹁
環
境
行
動
指
針
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。

 
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
、
気
遣
い
が
積
み
重
な
れ
ば
効
果
も
絶
大
。

 
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
環
境
の
こ
と
、
資
源
の
こ
と
。

Hita City's The Second Basic Environment Plan
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 市の教育環境整備の一環として、旧静修小学校と旧夜明小学校が統合した大明小学校の開校式が４月８日、大明

小学校体育館（旧夜明小学校体育館）で行われ、保護者や関係者約70人が出席し、新しい学校のスタートを祝った。

 式典では、児童による新しい校歌の披露や校旗の授与が行われた後、主催者挨拶の中で市長は、「同じ大明小学校

の仲間として、仲良く遊び、学び、たくさんの友達の輪を広げ、素晴らしい学校となるようにみんなで努力してほ

しいと思います」と述べた。続いて森山愛子校長が、「大明小学校の未来を創造していく主人公である子供たち一人

ひとりの可能性や潜在的エネルギーを信じ、新たな足跡を築いていこうと考えています」と挨拶した。

 式典終了後、教室では新学年で使う教科書が配られ、子供たちの元気な声が響いていた。

 大明小学校は、新たに入学する１年生19人を加え、全校児童98人の学校規模となる。

新しい学校 新しい友達と 大明小学校開校式

前津江地区の教育環境を整備

01. 体育館で行われた式典では、や
や緊張した面持ちの中、大きな声で
校歌を斉唱
02. 新しい校旗が市長から森山校長
に授与される

03. 教室で先生が自己紹介

②

③

①

 ３月31日、大野小学校、赤石小学校、出野

小学校を統合し、新たな小学校を開校すること

を確認する調印式が、前津江振興局で行われた。

 調印式では、市長と前津江振興協議会会長及

び赤石地区学校統廃合検討委員会委員長

の岩里諫夫氏、大野地区小学校統廃合検

討委員会委員長の佐藤成男氏、出野地区

学校統廃合検討委員会委員長の佐藤 一

氏が、３小学校の統合や新小学校と前津

江中学校との小中一環教育の実施などの

内容が書かれた確認書に調印を行った。

 また、調印式の後は、市と地元住民と

の懇談会が開かれ、学校跡地の活用など

について意見が交わされた。
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 ３月24日、ＪＲ日田駅構内の一部に、日田市をＰＲ

する観光看板が設置された。

 これは、３月12日に全線開通した九州新幹線を契機

として、ＪＲ久大本線を利用して日田市を訪れる観光客

へのＰＲとおもてなしを目的に、日田市観光協会が設置

したもの。

 縦１.２メートル、横４メートルの看板４枚は、それ

ぞれ「水郷日田」「天領日田」「ひたの祭」「日田のご当

地キャラクター」をテーマにしていて、ＪＲ日田駅で降

車する観光客などが、日田市というまちをイメージしや

すいように工夫されている。

日田の玄関口でＰＲ

 ４月２日、中央公民館で、一般財団法人日田市公

民館運営事業団の発足式が行われた。

 この事業団は、今まで市内20地区それぞれで管理・

運営していた公民館組織の一本化を図り、安定した

運営体制の確立と更なる公民館活動の活発化、地域

づくりの推進を目的に設立されたもの。

 発足式では、公民館館長や主事など42人に辞令

が交付され、理事長の合原多賀雄氏（日田市教育長）

は、「地域の学習拠点、地域づくりの拠点として、

市民の皆さんの期待に応えていく責任があります」

と訓示した。

公民館の運営を一本化

 平成22年４月15日から平成23年４月14日までの

１年間、市のＣＩＲ（国際交流員）として勤務したロ

ウ・ヤーチャンさんが、任期満了に伴い中国に戻るた

め、４月５日、市役所で退任式が行われた。

 式では、市長からロウさんに在職証明書が手渡され、

記念として、日田杉で作られたボールペンが贈られた。

 ロウさんは、「１年間日田で過ごして、日田の良い

ところや日本人の良いところをたくさん学ぶことがで

きた。中国に戻ったら、農産物や木工品など、日田の

良いものを広めていけるよう、日田と中国の懸け橋に

なりたい」と語った。

日田と中国の懸け橋に

01. 理事長から一人ひとりに辞令
を交付
02. 事業団の事務所が入る中央公
民館

①

②
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【特定健診の検査項目】身長・体重・腹囲・ＢＭＩ・診察・血圧測定・血液検査・尿検査

           （医師が必要と認めた場合は、貧血・心電図・眼底検査を実施）

◆地区巡回健診と国保人間ドック、ミニドック、厚生連人間ドックは、重複して受診できません。

◆尿検査を受ける人は、検査容器を事前に受け取り、当日の朝一番の尿を採取してください。

「ミニドック」始めました！（実施時期は11月～２月）

 国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人を対象に、特定健診とがん検診（胃がん・肺がん・大腸

がん）、眼底検査、心電図がセットになった健診を今年度から実施。女性は、子宮頸がん検診と乳がん検診も

追加できます。なお、医師の診察結果により、血液検査等が必要になった場合は、料金が変わることがあります。

    ・４０歳～６９歳 ３,７４６円   ・７０歳～７４歳 ２,４４６円

 申込方法：国保人間ドックの案内が届いた人は、同封の申込書を郵送してください。そのほかの人は、地域

      保健課健康支援係に電話で申し込みください。

※今年度から、受診率向上が顕著であった自治会を表彰（報奨金有り）します。

 詳しくは、広報ひた５月15日号でお知らせします。

健
診のスス

メ

 誰にでも襲い掛かる病気の恐怖。気付

いたら手遅れということを避けるために

は、予防が不可欠です。まずは健診を受

けてみましょう。

 特定健診の日程は、10・11ページを

ご覧ください。

加入保険に関係なく

受診可能

日田市国民健康保険

日田市国民健康保険

以外（社会保険等）

大分県後期高齢者医

療保険

1,000円

※生活保護世帯・市民税非課税

 世帯の人は証明書の提出で無料

自己負担は加入保険により異な

ります。

無料

無料

・国保人間ドック、脳ドック

 対象者に送付された用紙に必

要事項を記入の上、日田検診

センターに返送

・厚生連ドック 

 希望者は、営農経済センター

生活事業課（☎27-5110）又

は大山町農協（☎52-3151）

に申込み

地域保健課

健康支援係

☎24-3000

加入している

医療保険者

大分県後期
高齢者医療
広域連合 
☎097-534-
1771

地域保健課

健康支援係

☎24-3000

社会保険課

国保・年金係

☎22-8271

地区巡回健診会場で受診（住所の確認で

きる保険証や免許証等が必要）

国保人間ドック、脳ドック、ミニドック、

厚生連人間ドック（別府市にある厚生連

健康管理センターの人間ドック）、地区

巡回健診のいずれかで受診

※保険証と５月中旬に送付する受診券を

 持参してください。

※年度途中で国民健康保険に加入した場

 合、受診券がなくても保険証を持参す

 れば受診できます。

加入している医療保険者が実施する特定

健診を受診

※ただし、医療保険者が発行した受診券

 と保険証があれば、地区巡回健診も受

 診できます。

指定医療機関（９ページ参照）又は地区

巡回健診で受診

※保険証と５月中旬に送付する受診券を

 持参してください。

39歳以下

75歳以上

40歳

～

74歳

年齢 加入保険 受診方法 自己負担 問合せ先
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【がん検診・その他健診】

◆対象者  日田市に住民票がある人

◆受診方法 地区巡回健診で、特定健診と同時に受診できます。

      平成22年４月２日から平成23年４月１日までに20・25・30・35・40歳になった人には子宮頸

      がん検診の無料クーポン券を、40・45・50・55・60歳になった人には乳がん検診の無料クー

      ポン券を送付（６月中旬予定）します。市が実施する検診を受診するときに利用してください。

◆自己負担額

※大腸がん検診・特定健診尿検査容器設置場所

 地域保健課健康支援係（ウェルピア内）及び保健医療係（市役所１階）、各振興局、各地区公民館

 75歳以上の人は、次の医療機関で健康診査を受ける

ことができます。詳細は、社会保険課国保・年金係（☎

22-8271）に問い合わせください。

    秋吉病院        ☎23-0808

    大河原病院       ☎22-3131

    日田中央病院      ☎23-3181

    岩尾病院        ☎23-6161

    新関内科医院      ☎24-3355

    五反田胃腸科外科病院  ☎23-8386

    城谷病院        ☎23-6115

    聖陵岩里病院      ☎22-1600

    若宮病院        ☎22-7171

    日田検診センター    ☎22-3600

   ＜子宮頸がん検診＞

   石井産婦人科        ☎23-4153

   みよしクリニック      ☎24-1515

   宮原レディースクリニック  ☎24-3584

   日田中央病院        ☎23-3181

   日田リハビリテーション病院 ☎23-8889

   ＜乳がん検診（マンモグラフィ）＞    

   ※平成24年３月31日時点で偶数年齢の人のみ

   秋吉病院          ☎23-0808

   大河原病院         ☎22-3131

   堀田クリニック       ☎22-2662

   日田中央病院        ☎23-3181

【問合せ】地域保健課健康支援係 ☎２４－３０００（ウェルピア内）

◆その他

※胃がん検診を受ける人は、検

査前日の午後10時以降、水

以外はとらないでください。

また、当日の朝は、水分もと

らずに受診してください。

 ※大腸がん検診を希望する人は、

検査容器を事前に受け取り、

検診５日前から当日までの便

を採取してください。

 ※マンモグラフィ対象者は、

40歳以上の偶数年齢の希望

者です。乳がん超音波検診と

は重複して受診できません。

 ※69歳以下（乳がん検診は30

歳以上、子宮頸がん検診は

20歳以上）で、生活保護世

帯又は市民税非課税世帯の人

は、税務課又は各振興局総務

振興課で発行する証明書（無

料・要印鑑）を持参すれば、

検診費用は掛かりません。

 

 

※年齢は、平成24年３月31日

時点の到達年齢です。

胃がん
 

 肺がん

 大腸がん

 子宮頸がん

 （地区巡回）

 （医療機関）

 乳がん（超音波）

 

 乳がん（マンモグラフィ）

 

（地区巡回）

 

  
（医療機関）

 

 Ｂ型・Ｃ型肝炎
 

 Ｃ型肝炎のみ

 Ｂ型肝炎のみ

 
骨粗しょう症

項目 年齢・自己負担額 備考

19歳以下

 ３,５００円

 

29歳以下

 ２,７５８円

39歳以下（奇数年齢）

 

３,５００円

 

 

 

39歳以下

 ２,６２５円

 ２,１００円

 ５２５円

39歳以下・男性

 １,５７５円

20歳～69歳

７００円

１,６３０円

30歳～69歳

５００円

40歳～49歳（偶数年齢）

９００円

50歳～69歳（偶数年齢）

７００円

40歳～69歳（偶数年齢）

１,６３０円

40歳～69歳

６００円

５００円

１００円

40歳～69歳・女性

３００円

69歳以下

８００円

２００円

３００円

70歳以上

無料

70歳以上（偶数年齢）

無料

70歳以上

無料

70歳以上・女性

無料

【後期高齢者健康診査】 【他の受診可能な医療機関】

受
診
券
・
保
険
証
必
要

予
約
必
要
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健診会場地区名対象自治会とき

日程表①

保存版 平成23年度 地区巡回健診日程

 川原生活改善センター 

 雉谷消防詰所

＊上津江振興局

＊小野公民館    

 朝日公民館

   〃

 都留生活改善センター

＊五和公民館

   〃

＊前津江保健センター

＊赤石小学校体育館

＊出野交流センター

＊高瀬公民館

   〃

＊天瀬公民館

＊丸山小学校体育館

 むくの木センター

＊天瀬公民館五馬分館

＊出口小学校体育館

＊東渓中学校体育館

＊咸宜公民館

   〃

   〃

 三芳公民館

   〃

 野田生活改善センター

 中津江村環境教育センター

 旧丸蔵小学校体育館

＊中津江公民館

＊女子畑多目的集会所

＊塚田総合会館

＊Ｂ＆Ｇ天瀬海洋センター

＊大山保健センター

 夜明公民館

＊大山保健センター

＊大鶴公民館

   〃

＊日隈公民館

   〃

＊西有田公民館 

＊東有田公民館

上津江

〃

〃

小野

朝日

〃

上津江

五和

五和･前津江

前津江

〃

〃

高瀬

〃

天瀬

〃

高瀬

天瀬

〃

〃

咸宜

〃

〃

三芳

〃

中津江

〃

〃

〃

天瀬

〃

〃

大山

夜明

大山

大鶴

〃

隈庄手

〃

西有田

東有田

上津江地区全域

   〃

   〃

鈴連町、殿町、三河町、源栄町

山田町、君迫町、二串町

朝日ヶ丘、朝日町、小迫町

上津江地区全域

石井町１～３丁目

内河町、高井町、小山町、緑町１・２丁目、柚木

大野

赤石

出野

南部町、串川町１・２丁目、大日町、誠和町

八幡町、大宮町、高瀬本町、琴平町

湯山、丸山東（池ノ原）、丸山西（山ノ釣）、桜竹１、赤岩

丸山東、丸山西

京町、上野町、銭渕町

五馬市東、五馬市西

出口

馬原１～３、女子畑（川原・獺野尾）、丸山東（下ノ釣・下ノ釣住宅）

港町、豆田第１・２

淡窓町、中城町、丸の内町

中央通１～３丁目、三本松

下井手町、三芳小渕町、日高町、古金町、神来町、求町

刃連町、大部町、桃山町、小ヶ瀬町

野田

鯛生

丸蔵

川辺

女子畑

塚田

桜竹２、赤岩、本城

大山地区全域

夜明地区全域

大山地区全域

鶴城町、上宮町、鶴河内町、大鶴本町

大肥町、大肥本町、大鶴町

中ノ島町、日ノ隈町、三隈町、大和町

中釣町、亀川町、堀田町、亀山町、本庄町

西有田地区全域

東有田地区全域

５月16日㈪

５月17日㈫

５月23日㈪

５月24日㈫

５月25日㈬

５月26日㈭

５月27日㈮

５月30日㈪

５月31日㈫

６月６日㈪

６月７日㈫

６月10日㈮

６月13日㈪

６月14日㈫

６月17日㈮

６月21日㈫

６月22日㈬

６月27日㈪

６月29日㈬

６月30日㈭

７月７日㈭

７月８日㈮

７月11日㈪

７月22日㈮

７月25日㈪

８月18日㈭

８月19日㈮

８月23日㈫

８月24日㈬

８月30日㈫

８月31日㈬

９月２日㈮

９月５日㈪

９月７日㈬

９月８日㈭

９月９日㈮

10月５日㈬

10月11日㈫

10月14日㈮

10月17日㈪

●予約不要

●受診自由

受付時間 午前８時30分～10時

  （８月31日は塚田総合会館 午前８時30分～９時、Ｂ＆Ｇ天瀬海洋センター 午前10時～11時）

※＊印の会場では、骨粗しょう症検診も行います。

※各会場の駐車場には限りがありますので、乗り合い等のご協力をお願いします。

※地区によってはバス送迎があります。その場合、自治会を通して通知します。

※バス送迎の人の受付が優先されます。  
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健診会場地区名予約期間とき

日程表⑤

パトリア日田

日田検診センター

全域

〃

７ 月１日㈮ ～ ８月５日㈮

11月１日㈫ ～ 16日㈬

８月８日㈪

11月17日㈭

●夜間健診

●予約必要

受付時間 午後４時～７時

※骨粗しょう症検診も行います。

※胃がん検診はありません。

※予約先は、日程表④と同様に日田検診センターです。  

健診会場対象託児申込期間とき

日程表③

中城体育館、中央児童館

   〃

女性

〃

６月20日㈪ ～ ７月１日㈮

９月20日㈫ ～ 10月４日㈫

７月６日㈬

10月６日㈭

●ママさん健診

●予約必要

受付時間 午前８時30分～10時

※骨粗しょう症検診も行います。

※女性のみ受診できます。

※託児付きです。希望する場合は、事前に地域保健課健康支援係に申込みが必要です。   

健診会場地区名対象自治会とき

日程表②

日田検診センター    

    〃

三花

〃

小河内町、市ノ瀬町、秋原町、藤山町、天神町、財津町

清水町、三和団地、伏木町

12月19日㈪

12月22日㈭

●予約不要

●地区限定

受付時間 午前８時30分～10時

※骨粗しょう症検診も行います。

※対象地区以外の人は、受診できません。

健診会場地区名予約期間とき

日程表④

日田検診センター

    〃

    〃

    〃

    〃

ウェルピア

日田検診センター    

    〃

    〃

    〃

全域

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５月10日㈫ ～ ６月10日㈮

７月１日㈮ ～ 29日㈮

８月１日㈪ ～ 19日㈮

９月１日㈭ ～ 16日㈮

10月３日㈪ ～ 14日㈮

10月17日㈪ ～ 11月２日㈬

平成24年１月10日㈫ ～ 25日㈬

平成24年１月10日㈫ ～ 26日㈭

平成24年１月10日㈫ ～ 27日㈮

         〃

６月12日㈰

７月31日㈰

８月20日㈯

９月17日㈯

10月16日㈰

11月３日㈷

平成24年1月26日㈭

平成24年1月27日㈮

平成24年1月29日㈰

平成24年1月30日㈪

●先着100人

●予約必要

健診会場地区名対象自治会とき

＊若宮公民館

   〃

＊光岡公民館

   〃

   〃

＊咸宜公民館

＊サンヒルズひた

＊桂林公民館

竹田

〃

光岡

〃

〃

田島

桂林・田島

桂林

本町１・２丁目、川原町、南元町

東町１・２丁目、若宮町、元町

清岸寺町、日ノ出町、吹上町

北友田１～３丁目、南友田町 

玉川３丁目、玉川町、新治町

田島本町、田島１・２丁目

城内新町、田島３丁目、田島町

上城内町、城町１・２丁目、丸山１・２丁目

10月20日㈭

10月21日㈮

10月24日㈪

10月25日㈫

10月27日㈭

11月１日㈫

11月７日㈪

11月10日㈭

受付時間 午前８時30分～10時

※骨粗しょう症検診も行います。

※予約先 日田検診センター（☎22-3600）

 予約時間 午前９時～午後４時（土・日曜日を除く）  
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�とき  ５月８日㈰ 午前９時30分～午後４時

�ところ 天瀬農業公園（ローズヒルあまがせ）

�内容 

  ・ステージイベント

   日田林工高校吹奏楽部演奏   午前９時50分～

   海賊戦隊 ゴーカイジャーショー

     １部：午前11時～ ２部：午後２時～

   五馬保育園ステージショー   正午～

   昭和学園高校バトン部演技   午後１時～

   バーテンダーカクテルショー  午後３時～

  ・ふれあい広場

   アグリマーケット、味の広場、花のふれあい広場

  ・遊の広場

   ふあふあパンダ、キックターゲット

 ※天瀬振興局・ＪＡおおいた天瀬支店・天瀬総合運動公園

  から会場まで、無料シャトルバスを運行します。

第16回 遊花祭

軽自動車税・自動車税の納税は５月31日までに

母の日に贈る バラ色の時間

【問合せ】遊花祭実行委員会事務局（天瀬振興局産業建設課内）☎�３１４７

イベ
ント

軽自動車税
 �納期限 ５月31日㈫

※軽自動車税の領収証書は、車検を受けるときに必要で

 すので、車検証と一緒に大切に保管してください。 

 納税通知書は、５月９日に発送予定です。

軽自動車税の減免

 �申請期限 ５月24日㈫

 ①身体障がい者減免

 障がい者本人が所有する軽自動車で、障がい者

のために使用する場合は、軽自動車税の減免が受

けられます。また、障がい者が18歳未満の場合等

は、家族所有の軽自動車も含みます。

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度

 等には一定の基準があります。

 �申請場所 税務課又は各振興局総務振興課

 �申請に必要なもの

  印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳又

  は戦傷病者手帳又は療育手帳又は精神障害者保

  健福祉手帳、軽自動車税納税通知書

 ②公益減免

 公益法人などが所有する軽自動車で、公益のた

めに使用する場合は、軽自動車税の減免が受けら

れます。詳しくは、税務課税制窓口係に問い合わ

せください。

 �申請場所 税務課又は各振興局総務振興課

 �申請に必要なもの 会社の代表者印、車検証、

  軽自動車税納税通知書、運行計画書等、定款

 ※軽自動車税に関する詳細は、税務課税制窓口係に問い

  合わせください。

自動車税（普通自動車）
 �納期限 ５月31日㈫

※自動車税は、４月１日現在の登録上の所有者（割賦

 販売の場合は使用者）に課税されますので、納期限

 内に納付してください。納期限を過ぎた場合は、延滞

 金が加算されます。

※自動車税に関する詳細は、大分県日田県税事務所に問

 い合わせください。

【問合せ】税務課税制窓口係 ☎�８３９７ 大分県日田県税事務所 ☎�４１７５

お知
らせ

市 政情報
ピックアップ

市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。
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お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

日田市役所   ☎２３－３１１１

天瀬振興局   ☎５７－８２０１

大山振興局   ☎５２－３１０１

前津江振興局  ☎５３－２１１１

中津江振興局  ☎５４－３１１１

上津江振興局  ☎５５－２０１１

くらしの情報

都
市
計
画
道
路
関
係

 
 
 
 
 
 
図
書
の
縦
覧

 
都
市
計
画
道
路
丸
山
五
和
線
︵
中

ノ
島
工
区
︶
の
事
業
期
間
変
更
に

伴
う
関
係
図
書
の
縦
覧
が
で
き
ま

す
。

■
と
き
 
随
時

■
と
こ
ろ
 
都
市
整
備
課

■
事
業
期
間
 

 
平
成
４
年
７
月
20
日
～
平
成
25

 
年
３
月
31
日

■
事
業
地
︵
収
用
・
使
用
部
分
︶

 
変
更
な
し

■
施
工
区
間
 

 
国
道
３
８
６
号
︵
本
庄
町
西
交

 
差
点
︶
～
国
道
２
１
２
号
バ
イ

 
パ
ス
︵
日
ノ
隈
町
交
差
点
︶

 
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

 
☎
�
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階)

各
種
技
能
講
習
会 

開
催

■
種
別

玉
掛
け
技
能
講
習

 
学
科
 
５
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

 
実
技
 
５
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮

 
料
金
 

 
15
時
間
コ
ー
ス
 
２
万
５
０
０
円

 
19
時
間
コ
ー
ス
 
２
万
４
７
０
０
円

 
申
込
期
限
 
５
月
９
日
㈪

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習

 
学
科
 
５
月
23
日
㈪

 
実
技
 
５
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

 
料
金

 
11
時
間
コ
ー
ス
 
１
万
７
２
０
０
円

 
31
時
間
コ
ー
ス
 
３
万
１
７
０
０
円

 
申
込
期
限
 
５
月
13
日
㈮
 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
講
習

 
学
科
 
６
月
６
日
㈪
・
７
日
㈫

 
実
技
 
６
月
８
日
㈬

 
料
金
 

 
16
時
間
コ
ー
ス
 
４
万
１
４
０
０
円

 
20
時
間
コ
ー
ス
 
４
万
５
６
０
０
円

 
申
込
期
限
 
５
月
27
日
㈮

※
詳
細
は
、
社
団
法
人
大
分
県
労

働
基
準
協
会
日
田
支
部
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
申
込
先
︼
社
団
法
人
大
分
県

労
働
基
準
協
会
日
田
支
部

☎
�
６
４
５
３

商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

☎
�
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

 
銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
・
売
買

に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登

録
や
新
規
取
得
の
銃
砲
刀
剣
類
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
と
き
 
５
月
11
日
㈬
、
７
月
13

日
㈬
、
９
月
14
日
㈬
、
11
月
９

日
㈬
、
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
、

平
成
24
年
３
月
14
日
㈬

 
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ
 

 
大
分
県
庁
舎
８
階
84
会
議
室

※
都
合
に
よ
り
、
会
場
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の
 
現
物
、
発
見

届
出
済
証
、
登
録
手
数
料

 
︵
１
件
６
３
０
０
円
︶

※
家
族
以
外
の
代
理
人
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
手
続
が
複
雑
な
の
で
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 
大
分
県
教
育
庁
文
化
財
課

 
０
９
７
︲
５
０
６
︲
５
４
９
８

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

遊
花
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
︵
天

瀬
振
興
局
産
業
建
設
課
内
︶
主
催

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
５
月
８
日
㈰

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

 
 
天
瀬
農
業
公
園

 
 
︵
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ
︶

※
昼
に
一
時
中
断
し
ま
す
。

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

※
当
日
の
問
診
や
各
血
液
型
の
供

給
状
況
に
よ
り
、
献
血
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
継
続
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
︶

☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

福
祉
手
当
の
支
給

 
５
月
は
、
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月
で
、

２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
３
か
月
分

を
、
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

■
振
込
日
 
５
月
11
日
㈬

 
次
の
場
合
に
は
、
手
当
が
支
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
社
会
福
祉
課
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転

出
、
病
院
等
︵
診
療
所
及
び
介

護
老
人
保
健
施
設
を
含
む
︶
に

３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

・
福
祉
施
設
︵
介
護
老
人
福
祉
施

設
や
障
が
い
者
の
援
護
施
設
な

ど
︶
に
入
所

■
対
象
者
 
精
神
又
は
身
体
に
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
要

す
る
人

・
特
別
障
害
者
手
当
 
20
歳
以
上

・
障
害
児
福
祉
手
当
 
20
歳
未
満

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

﹁
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
﹁
高
齢
者
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

 
６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

歯
の
衛
生
週
間
で
す
。
﹁
健
康
で

活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
80
歳

で
20
本
の
歯
を
残
そ
う
﹂
と
い
う

﹁
８
０
２
０
運
動
﹂
の
一
環
と
し

て
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
 
６
月
５
日
㈰

※
時
間
は
、
申
込
み
時
に
連
絡
し

ま
す
。

■
と
こ
ろ

 
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

 
虫
歯
な
し
又
は
全
て
治
療
済
み

の
母
と
、
平
成
22
年
度
に
３
歳
児

健
診
を
受
診
し
、
虫
歯
が
な
か
っ

た
幼
児

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

 
80
歳
以
上
︵
昭
和
６
年
３
月
31

日
以
前
生
ま
れ
︶
で
、
自
分
の
歯

︵
歯
の
根
︶
が
20
本
以
上
残
っ
て

い
る
人

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
５
月
16
日
㈪

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
�
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

問

問

問

問

問問
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イ
ベ
ン
ト

募
集

くらしの情報

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

 
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健

康
に
過
ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
産
み
育
て
る
た
め
の
出
産
準
備

・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
・
内
容
・
講
師

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
 
20
組
程
度

■
参
加
費
 
無
料

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
５
月
11
日
㈬

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 
☎
�
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

在
宅
重
度
障
害
者
住
宅

 
 
改
造
資
金
の
助
成
・
融
資

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

■
対
象
 
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

障
が
い
者
で
、
本
人
が
属
す
る

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
税
額

の
合
計
が
、
14
万
円
以
下
の
場

合
︵
在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
助

成
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
は

除
く
︶

■
助
成
額
 
補
助
基
準
額
︵
60
万

円
を
上
限
︶
の
３
分
の
２
以
内

住
宅
改
造
資
金
の
融
資

︵
無
利
子
貸
付
︶

■
対
象
 
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
又
は
療
育
手
帳
Ａ
級
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
障
が
い
者
で
、
本
人
又
は
同

居
し
て
い
る
人
が
返
済
能
力
の

あ
る
場
合
 

■
貸
付
額
 
１
世
帯
１
０
０
万
円
以
内

■
返
済
方
法
 
貸
付
月
の
翌
月
か

ら
10
年
以
内
の
元
金
均
等
払
い

■
申
込
期
限
 

 
い
ず
れ
も
５
月
20
日
㈮

※
い
ず
れ
も
、
障
が
い
の
内
容
に

応
じ
た
住
宅
改
造
が
対
象
で
す
。

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

在
宅
介
護
者
の
集
い 

開
催

■
と
き
 
５
月
12
日
㈭

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
３
０
４
会
議
室

■
内
容
 
認
知
症
関
連
事
業
の
状

況
説
明
、意
見
交
換
な
ど

■
対
象
者
 
在
宅
で
認
知
症
の
人

を
介
護
す
る
家
族
や
介
護
者
等

■
参
加
費
 
無
料

■
申
込
方
法
 

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
５
月
９
日
㈪

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

年
金
受
給
者
現
況
届
に
つ
い
て

 
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
基
に
、
年
金

受
給
者
の
現
況
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
、
誕
生
月

に
送
付
し
て
い
た
﹁
年
金
受
給
者

現
況
届
﹂
の
提
出
は
原
則
、
不
要

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
氏
名

・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
が
確

認
で
き
な
い
人
、
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
、
外
国
に
居
住
し
て

い
る
人
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

※
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計
維

持
確
認
や
診
断
書
な
ど
の
提
出

は
、
引
き
続
き
必
要
で
す
。

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
�
８
２
７
１

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
�
６
１
７
４

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

 
 
 
 
 
２
級
養
成
研
修

■
と
き
 
６
月
１
日
㈬
～
８
月
10

日
㈬
ま
で
の
毎
週
月
・
水
・
金

︵
夕
方
か
ら
︶

■
と
こ
ろ
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
日
田
園
ほ
か

■
対
象
者
 
講
義
、
実
習
共
に
全

日
程
を
受
講
で
き
る
人

■
募
集
数
 
14
人

■
募
集
期
限
 
５
月
31
日
㈫

■
申
込
先
 

 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

日
田
園
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
係
 
☎
�
３
５
３
５

 
社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

 
☎
�
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階)

点
字
講
座 

開
催

 
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
点
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
講
習
会

で
す
。

■
と
き
 
６
月
～
平
成
24
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
１
～
３
金
曜
日

 
午
後
７
時
～
９
時

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ
 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
会
議
室

■
受
講
料
 
無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代

１
６
８
０
円
が
必
要
︶

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

■
募
集
期
限
 
５
月
20
日
㈮

※
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
７
０
２
６

春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
 
５
月
15
日
㈰
 
午
前
７
時

～
正
午(

午
前
６
時
50
分
ま
で

に
市
役
所
北
側
駐
車
場
集
合)

■
と
こ
ろ
 
小
野
岳
滅
鬼
林
道

■
参
加
費
 
無
料

■
募
集
数
 
約
50
人

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
開
始
 

 
５
月
６
日
㈮
～
︵
先
着
順
︶

■
指
導
者
 
日
本
野
鳥
の
会
大
分

日
田
地
区
支
部

 
博
物
館
 
☎
�
５
３
９
４

農
産
物
加
工
等
推
進

 
 
緊
急
対
策
事
業
の
募
集

 ｢

地
産
地
消｣

な
ど
、
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
農
産
物
を
利
用
し
た

加
工
品
作
り
を
推
進
す
る
た
め
、

農
村
女
性
に
よ
る
加
工
グ
ル
ー
プ

が
、
加
工
所
新
設
や
機
材
を
購
入

す
る
際
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
 
２
人
以
上
の
農
村
女
性

等
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

■
補
助
率
 
事
業
費
の
３
分
の
２

 
︵
最
高
２
０
０
万
円
︶

■
補
助
項
目
 
加
工
所
新
設
、
施

 
設
改
修
、
加
工
品
作
り
に
必
要

 
な
機
材
購
入

■
申
込
期
限
 
12
月
28
日
㈬

 
農
産
物
流
通
対
策
室

 
☎
�
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階)

問

問

問

問

問問

問

問

赤ちゃんのお風呂の入れ方
お父さんの妊婦体験

子どもの事故予防

妊娠中の歯科と栄養に
ついて

助産師さんのお話

５月13日㈮

５月20日㈮

５月27日㈮

６月３日㈮

第１回

第２回

第３回

第４回

保健師

救急救命士

歯科衛生士
栄養士

助産師

※いずれも午後７時～８時30分（午後６時30分～受付）

※講師の都合により、内容が入れ替わることがあります。

とき 内容 講師

が
く

め
 
き
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タ
ウ
ン
情
報

相
談

女
性
農
業
講
座
受
講
生
募
集

 
意
欲
あ
る
日
田
市
の
農
村
女
性

を
育
成
す
る
た
め
、
女
性
農
業
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

■
期
間
 

 
６
月
～
平
成
24
年
３
月

■
対
象
 
農
業
や
農
産
物
の
加
工

に
興
味
の
あ
る
市
内
の
65
歳
以

下
の
女
性

■
内
容
 
市
内
で
生
き
生
き
と
活

動
し
て
い
る
先
輩
女
性
へ
の
訪

問
、
先
進
地
現
地
研
修
、
調
理

研
修
会
等
︵
全
６
回
︶

■
受
講
料
 
無
料

 
︵
食
事
代
等
は
自
己
負
担
︶

■
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順
︶

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

農
産
物
流
通
対
策
室

☎
�
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階)

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
駆
除
処
理

を
行
う
登
録
業
者
募
集

 
市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
駆

除
処
理
を
登
録
業
者
に
依
頼
し
た

場
合
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

 
市
民
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ
た

と
き
は
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
業
者

の
方
は
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

 
水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画

 
推
進
係

 
☎
�
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

定
例
行
政
相
談
 
無
料

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
５
月
11
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館

・
５
月
16
日
㈪
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
前
津
江
公
民
館

・
５
月
18
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館
東
渓
分
館

 
 
上
津
江
公
民
館

・
５
月
19
日
㈭
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
中
津
江
振
興
局
 

・
５
月
20
日
㈮
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

・
５
月
25
日
㈬
、
６
月
１
日
㈬

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

 
る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 
市
民
課
３
日
以
内
窓
口

 
☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談 

無
料

■
と
き
 
５
月
11
日
㈬

 
午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
３
階
３
０
３
会
議
室

■
相
談
員
 
保
健
師

■
相
談
内
容
 
不
眠
、
食
欲
減
退

 
な
ど
、
心
と
体
に
関
す
る
相
談

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

精
神
保
健
福
祉
相
談

 
︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶ 

無
料

■
と
き

 
５
月
17
日
㈫
 
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
１
階
診
察
室

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

■
相
談
内
容
 
認
知
症
や
う
つ
病

 
等
に
悩
む
人
や
そ
の
家
族
等
に

 
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相

 
談
︵
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要)

 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
☎
�
３
１
３
３

障
が
い
に
関
す
る
巡
回
相
談
会

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︵
身
体
・
知
的
・

療
育
に
関
す
る
こ
と
︶

・
５
月
13
日
㈮
 

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
月
17
日
㈫

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
５
月
20
日
㈮

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午 

 
 
津
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分 

 
 
上
津
江
振
興
局

ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
に
関
す
る
こ
と
︶

・
５
月
２
日
㈪

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
５
月
12
日
㈭

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
相
談
員

 
５
月
９
日
㈪
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談 

無
料

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
５
月
26
日
㈭

 
午
後
１
時
～
５
時

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

■
相
談
員
 
弁
護
士

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

 
離
婚
等
、
法
律
に
関
わ
る
こ
と

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

※
市
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

■
予
約
開
始
日
 
５
月
６
日
㈮

 
午
前
８
時
30
分
～

 
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
☎
�
７
０
２
６

人
権
な
ん
で
も
相
談
所 

無
料

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
毎
週
木
曜
日

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 
 
法
務
局
日
田
支
局

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

 
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

 
離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

 
法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

 
☎
�
２
７
１
９

日
田
い
ち 

開
催

■
と
き
︵
雨
天
中
止
︶

 
５
月
８
日
㈰

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
園

■
参
加
費
 
１
ブ
ー
ス
４
０
０
円

 
︵
高
校
生
以
下
無
料
︶
、
飲
食

 
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

■
内
容
 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

 
農
産
物
販
売
、
音
楽
演
奏
な
ど

 
日
田
プ
レ
イ
ス
︵
西
岡
︶

 
☎
０
９
０-

８
８
３
３-

２
３
１
９

陶
芸
教
室 

参
加
者
募
集

■
と
き
 
５
月
～
平
成
24
年
３
月

 
ま
で
の
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

 
午
後
７
時
～
９
時

■
と
こ
ろ

 
日
田
は
ぎ
の
園
陶
芸
室

■
参
加
費
 
１
回
１
０
０
０
円

 
︵
材
料
費
込
み
︶

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

 
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
日
田
は
ぎ
の
園
︵
真
川
・
後
藤
︶

 
☎
�
３
５
０
８

問問

問問

問

問

問問

次回の広報ひた５月15日号は、５月16日㈪に発送します。

問問

寄附のお礼

（３月分の一般寄附）

各小・中学校へ

      22件

（３月分の香典返し）

各小・中学校へ

      １件



☆印は、事前に予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。
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☆ペタペタの日

 16日㈪

 午前11時～

☆親子体操の日

 18日㈬

 午前11時～

◎ベビーデイ

 25日㈬

 午前11時～

☎25－5300

◎はっぴーきっず

 （毎週水曜日）

 午前10時30分～

◎お家の人へのプレ

 ゼント作り

 ３日㈫～５日㈭

 午前10時30分～

◎お話し会

 14日㈯

 午前10時30分～

☎52－2901

◎スターキッズ

 （毎週水曜日)

 午前10時30分～

◎母の日プレゼント

 作り

 ３日㈫～７日㈯

 午前10時30分～

◎ビデオ上映会

 14日㈯

 午前10時30分～

☎57－8922

◎せいまお兄さんと

 遊ぼう 

 13日㈮

 午前11時～

◎お家の人へのプレ

 ゼント作り

 20日㈮～25日㈬

 午前10時30分～

◎療育「音あそび」

 27日㈮

 午前11時～

☎27－6406

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

５
月
の
主
な
催
し

福島桃子ちゃん

（１歳・上手町）

もも こ

�松愛輝ちゃん

（１歳・朝日ヶ丘）

あい き

許山かなうちゃん

（１歳・丸山２丁目）

江藤瑠海ちゃん

（１歳・南友田町）

る か

熊谷美月ちゃん

（１歳・田島２丁目）

みづき

（１歳・新治町）

みつとき

熊谷光時ちゃん

西田椎奈ちゃん

（３歳・小迫町）

しい な

吉村昴輝ちゃん

（２歳・田島１丁目）

こう き

小袋吏緒ちゃん

（２歳・源栄町）

り お

蒲池愛玲奈ちゃん

（２歳・朝日町）

え れ な
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松原児童館（☎�2922）は、毎週土曜日のみ開館しています。

☎22－7505☎23－1890

◎ランチｄaｙ

 18日㈬

 午前10時～

◎せいまお兄さんと遊

 ぼう

 20日㈮

 午前10時～

◎お誕生会

 24日㈫

 午前10時～

◎ぴよぴよルーム

 17日㈫

 午前９時30分～正午

☆小袋先生の発達相談

 25日㈬

 午前９時30時～

      午後４時

◎お誕生会

 27日㈮

 午前11時～

◎母の日コンサート

 10日㈫  

 午前11時30分～

◎消防署見学

 12日㈭

 午前10時～正午

◎４月・５月の誕生会

 19日㈭

 午前11時～

☎53－2409

野村茉杜ちゃん

（２歳・上野町）

まもり

楢原新菜ちゃん

（１歳・三河町）

にい な

中嶋駿翔ちゃん

（１歳・天神町）

はや と れ お

櫻木羚生ちゃん

 （１歳・石井町３丁目）

 元気な日田っ子
   あつまれ！

  誕生日の記念にお子さん

の写真を載せてみませんか。

応募方法は下記の通りです。

 是非ご応募ください。

■対象

 ７月に誕生日を迎える３

歳までのお子さん

■掲載人数

  20人程度（抽選）

 ■申込方法

 はがきに住所、お子さん

の氏名と生年月日、保護

者名、昼間の連絡先の電

話番号を記入の上、下記

に申込み

 ※申込みの際は、写真を送付

する必要はありません。

■申込期限 

 ５月31日㈫

■申込先

  〒877-8601

 （住所記載不要）

 企画課広報係

 ☎�８６２７(市役所６階)

 □人口 71,708人

     （前月比－413人）

 □ 男 33,795人

 □ 女 37,913人

 □世帯 26,673世帯

（平成23年３月31日現在）

日田市の人口

山下巧揮ちゃん

（１歳・上手町）

こう き

伊藤洸希ちゃん

（３歳・刃連町）

こう き

渡辺悠太ちゃん

（３歳・田島１丁目）

ゆう た

坂本音愛ちゃん

（３歳・日ノ隈町）

の あ

石井朱音ちゃん

（２歳・玉川町）

あか ね
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  こどもの読書週間行事
 
催し物 人形劇 「あらしのよる」
    てるおかおはなし会
＊ボランティアの読み聞かせもあります。

と き ５月７日㈯ 午後１時30分～

  こん本読んでみらんかい？

木村和心さん（天瀬町）のお薦め本

「天璋院篤姫」宮尾登美子  

 宮尾さんが書かれる作品には、ダイナミックな女性

の一生があり、いつも一気に読んでしまいます。薩摩

からひとり江戸に向かった篤姫の不安は私の想像を超

えたものだったでしょうが、大奥を統率するまでに成

長する姿はあっぱれで、幕末のあの時代に自らの意思

を貫き凛として生きた姿は美しく、女性として尊敬し

てやみません。大河ドラマであまりにも有名になった

篤姫ですが、是非、本を読んであなたの篤姫像を描い

てみてください。

淡窓図書館 TEL 22-2497 FAX 26-3210

開館時間：午前10時～午後７時

     （日曜日は午後６時まで）

５月の休館日

 2・3・5・9・16・23・26・30日

連休中の開館のご案内

 ５月４日は試行的に開館しますので、是非ご利用

ください。（開館時間：午前10時～午後６時）

今
月
の
新
刊
。

 
格
調
高
い
漢
文
で
書
か
れ
た
空
海
の

言
葉
は
、
味
わ
い
深
い
響
き
を
持
ち
ま

す
。
ど
ん
な
人
生
の
苦
労
で
も
﹁
一
つ

楽
し
ん
で
み
る
か
！
﹂
と
い
う
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
、
ほ
っ
と
す
る
言
葉
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
で
す
。

 
野
原
に
開
店
し
た
ば
か
り
の
み
づ
き

の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
そ
こ
へ
現
れ
た
一
匹

の
キ
ツ
ネ
、
ヒ
ナ
タ
。
﹁
野
原
の
香
り

を
期
待
し
て
来
た
ん
だ
﹂
と
言
わ
れ
、

野
原
の
香
り
の
意
味
に
気
付
い
た
み
づ

き
で
し
た
が
・
・
・
。

︵ 

︶
内
は
著
者
名
、
★
は
利
用
者
購

入
希
望
図
書
で
す
。

★
①
ク
ス
リ
ご
は
ん

 
 
︵
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
︶

★
②
花
の
鎖
︵
湊 

か
な
え
︶

★
③
オ
ジ
い
サ
ン
︵
京
極
夏
彦
︶

 
④
水
辺
で
あ
そ
ぼ
う

 
 
︵
山
田
卓
三
監
修
︶

 
⑤
い
の
ち
の
い
れ
も
の
︵
小
菅
正
夫
︶

�
⑥
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん 

も
り

 
 
へ
い
く
︵
真
珠
ま
り
こ
︶

 
⑦
夏
の
ス
イ
ー
ツ
︵
大
森
い
く
子
︶

�
⑧
ア
ン
ア
ン
料
理
帖
・
春

 
 
︵
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
︶

 
⑨
男
子
弁
当
部
︵
イ
ノ
ウ
エ
ミ
ホ
コ
︶

 
⑩
汽
罐
車
︵
大
木 

茂
︶

ほ
っ
と
す
る
空
海
の
言
葉

キ
ツ
ネ
野
原
の
レ
ス
ト
ラ
ン

︵
計
良
ふ
き
子
著

 
 
 
 
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
社
︶

︵
安
元
 剛
著
 
二
玄
社
︶

おいでよおはなし会

とき ５月14日㈯・28日㈯ 午後２時～

ところ 児童コーナー

＊＊＊図書館からのお知らせ＊＊＊

なぎさ

りん

き

か
ん
し
ゃ

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◎
◯
印
は
午
前
９
時
～
正
午

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

※

月

5

6

月

5

6

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1

3

4

5

8

15

22

29

5

12

所在地

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

清 水 町

清岸寺町

南 元 町

淡窓２丁目

誠 和 町

城町１丁目

電話

24-1148

23-6009

24-4155

22-1648

27-5050

28-8771

22-7171

24-2323

22-3300

22-1231

病医院名

下 飛 田 小 児 科

若 宮 病 院

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

隈 診 療 所

佐 藤 内 科 医 院

聖陵花月クリニック

麻 生 小 児 科 医 院

坂 東 小 児 科

河津内科呼吸器科

膳 所 医 院

岩 尾 病 院

桂林胃腸科循環器科病院

こじかこどもクリニック

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

佐 藤 内 科 医 院

下 飛 田 小 児 科

若 宮 病 院

坂 東 小 児 科

聖陵花月クリニック

河津内科呼吸器科

膳 所 医 院

岩 尾 病 院

隈 診 療 所

麻 生 小 児 科 医 院

こじかこどもクリニック

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

隈 診 療 所

若 宮 病 院

所在地

中央１丁目

南 元 町

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

隈１丁目

田島１丁目

清 水 町

淡窓２丁目

誠 和 町

石井町２丁目

本 町

淡窓２丁目

城町１丁目

清岸寺町

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

田島１丁目

中央１丁目

南 元 町

誠 和 町

清 水 町

石井町２丁目

本 町

淡窓２丁目

隈１丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

隈１丁目

南 元 町

電話

24-1148

22-7171

23-6009

24-4155

22-1648

22-0033

22-1170

27-5050

24-2323

22-3300

23-8123

22-3292

22-6161

22-1231

28-8771

24-1148

23-6009

24-4155

22-1648

22-1170

24-1148

22-7171

22-3300

27-5050

23-8123

22-3292

22-6161

22-0033

24-2323

28-8771

23-6009

24-4155

22-1648

22-0033

22-7171

月

5

6

日

1

3

4

5

8

15

22

29

5

12

病医院名

田 吹 歯 科 医 院

荒 木 歯 科 医 院

※ 井 上 歯 科 医 院

近 藤 歯 科

合 原 歯 科 医 院

石 井 歯 科 医 院

※はたの歯科医院

石 � 歯 科 医 院

林 歯 科 医 院

※ 中 村 歯 科 医 院

所在地

吹 上 町

大山町西大山

三本松１丁目

石井町２丁目

田島本町

日ノ出町

豆 田 町

三本松１丁目

上城内町

下井手町

電話

24-5510

52-2022

22-3305

24-6080

22-5305

24-6886

22-7736

22-3041

24-6690

23-2228

◯

◯

◯

月

5

6

日

1

3

4

5

8

15

22

29

5

12

病医院名

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

病医院名

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

麻 生 小 児 科 医 院

坂 東 小 児 科

桂林胃腸科循環器科病院

所在地

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

電話

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808
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街
地
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戻
す
た
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西
岡
 
政
彦
さ
ん
︵
玉
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︶

 

前
津
江
方
面
団
第
３
分
団

 

 
我
が
第
３
分
団
は
、
高
瀬
川
上
流

に
あ
る
約
80
世
帯
の
出
野
地
域
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

 
昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
避
難
訓
練

で
は
、
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
消
防
団
員
が
班
ご
と

に
避
難
経
路
に
立
ち
、
避
難
し
て
く

る
人
の
誘
導
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
も
消
火
栓
位
置
の
確
認
、

開
閉
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
非
常
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク

や
土
の
う
積
み
訓
練
も
定
着
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
現
在
、
団
員
は
24
人
で
、
住
民
の

10
人
に
一
人
は
消
防
団
員
で
す
。
少

し
は
若
返
り
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

団
員
は
不
足
し
て
い
ま
す
。
地
域
防

災
の
要
は
、
消
防
団
で
す
。
是
非
、

我
が
分
団
へ
！
も
ち
ろ
ん
体
重
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
！

  

﹁
目
指
す
の
は
人
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
﹂
そ
う
話
す
の
は
、
日

田
市
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
日

田
プ
レ
イ
ス
の
代
表
を
務
め
る
西

岡
政
彦
さ
ん
。

 
日
田
プ
レ
イ
ス
は
、
４
月
か
ら

11
月
ま
で
の
毎
月
第
２
日
曜
日
︵
８

月
を
除
く
︶
に
、
パ
ト
リ
ア
前
の

中
央
公
園
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
中
心
と
し
た
﹁
日
田
い
ち
﹂

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
準
備
や
運
営
は
す
べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
西

岡
さ
ん
の
熱
意
に
賛
同
す
る
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
て
い
る
。

 
ふ
る
さ
と
に
活
気
を
取
り
戻
し

た
い
と
活
動
を
始
め
て
11
年
。
西

岡
さ
ん
が
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、

た
だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

自
然
と
人
が
集
ま
る
交
流
の
場
と

し
て
中
心
街
を
機
能
さ
せ
る
こ
と

だ
。

﹁
日
田
い
ち
で
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
、
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い

る
。
多
く
の
人
に
遊
び
に
来
て
い

た
だ
い
て
、
地
域
に
根
付
い
て
い

き
た
い
﹂
と
話
す
西
岡
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

�災害時に備えて中隊訓練をする第３分団


